
アジャスタブル継手の取付方法 
①ナット、ワッシャ、Ｏリングの位置が正常であるか  ②ネジ部、Ｏリングポートのシート面及びＯリング

 否かを確認して下さい。（正常な位置は、ワッシャ    に異物が無い事を確認して下さい。 

 が本体の溝の上端に押し付けられている所です。）    取付前にシート面及びＯリングに作動油又はグリ

                           スを塗布して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③取付は、本体をワッシャ面が軽く当るまで手で 

 ねじ込んでいき、その位置からゆるめる方向で    また、ワッシャが相手ポートに深く入り過ぎると 

 設定位置まで回転させます。この際、１回転     ワッシャ自体が変形し、油漏れの原因となります。

 以上は絶対に回転させない様に願います。      (右図参照) 

 １回転以上回転させると、相手ポートとロック     

 ナットのネジの勘合が浅くなり、ネジ強度が低     

下します。                     

 

 

                          無理な取付を行なうと、本体及びナットに負荷 

                          がかかり、変形する場合もあります。 

                          取付方法の手順を必ず遵守して下さい。 

 

 

                        [注 意] 

④締付は、相手側のネジを取付後、設定位置が     アジャスタブル継手は、無理なく自由に方向調整を 

 ずれない様スパナ等により本体を押え、ロッ     行なえる事が最大の利点ですが、本体をスパナ等に 

 クナットを締付けていきます。           より強引に設定位置まで締付けますと本体及びワッ 

                          シャが破損する可能性が有りますので、必ずサイズ 

                          毎の締付けトルクを管理して頂き、上記の方法によ 

                          り取付をお願い致します。 

 

 

 

アジャスタブル継手の推奨締付けトルクについて 

   弊社が推奨する締付けトルクを下記に記します。あくまでも目安ですので参考値として 

  お考え下さい。 

   尚、お客様で基準をお持ちの場合は、そちらの締付けトルクでの管理をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表．推奨締付けトルク 

       (注 記) 

         表記の推奨使用圧力は、JIS B 2351-1977 12.3.4 耐衝撃試験「使用圧力 

         -150%ピーク圧力」において、40 万回衝撃サイクル試験を行い、漏れ又は 

         破損等異常が無いという前提を弊社内で取り決めしたものです。 

 

 

！ 異常な取付及びオーバートルクでの締付け等で不具合が発生した場合は、弊社として 

責任を負いかねますので、予め御了承頂きますようお願い致します。 

 

 

 

 

 

サイズ 締付けトルク[N･m](kgf･m) 推奨使用圧力[MPa] 

１/４ ３４.３～４９ (３.５～５) ～３４.３ 

３/８ ６８.６～７８.４ (７～８) ～３４.３ 

１/２ ９８～１１７.６ (１０～１２) ～３４.３ 

３/４ １４７～１７６.４ (１５～１８) ～２９.４ 

１ ２４５～２７４.４ (２５～２８) ～２９.４ 

１･１/４ ２９４～ (３０～) ～２０.６ 

１･１/２ ２９４～ (３０～) ～２０.６ 

２ ３９２～ (４０～) ～１３.８ 
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